
2011.6.2 海の森づくり第9回シンポジウム於東京海洋大学

秋田県新しい公共の場づくりのため
のモデル事業

ー男鹿における海の森づくりによる前浜の活性化－

男鹿の海 森づくり推進協議会

理事 松田恵明



男鹿の海 森づくり推進協議会

【目的】 「海の森づくり」による「磯やけ現象の解消・継続的
漁業生産の確保」と6次産業化による前浜の活性化

【組織構成】
・地方自治体：男鹿市
・ＮＰＯ等：海の森づくり推進協会、綺麗な海と資源を育む会
・森林組合：男鹿森林組合
・教育機関：男鹿海洋高校
・企業：㈱佐藤建設工業、オガグリーンテック株式会社、秋田海陸運送株式

会社男鹿支店、㈱男鹿テクノ、イーアキタネット、フィデア総合研究所、
北都銀行男鹿支店

【協力機関】
秋田県水産振興センター、秋田県漁協船川支所、男鹿市商工会議所



海の森づくり：何をしているか

【施肥】
・施肥試験の実施による「磯やけ」の解消を目指す。

【海藻栽培】
・大型海藻の養殖による海洋環境保全と増殖促進を目指す。

１）コンブ促成栽培種種糸の斡旋
２)ワカメ種糸の斡旋
３）種苗生産拠点との連携
４）関心を持つ漁業者並びに市民との連携

【６次産業化：社会貢献】
・「海の森づくり」と関連勉協会を通して、前浜の多面的機能（物

質循環・環境保全・国民の生命財産保全・保養/教育/学習・
漁村とその文化の継承・所得と雇用機会の提供等）の再生
を目指す。











男鹿におけるコンブ養殖試験結果
種糸1m当たりの比較(2012.3.16現在）

項目 巻付ワカメ方式* 差込巻付方式** 暖簾式***

重量(kg） 7.8 14.7 32.8

葉の本数（本） 291 941 4,240

最大長（ｍ） 4.01 2.3 2.12

最大幅（cｍ） 13.5 10 9

1葉の最大重量（ｇ） 260 55 70

1葉の平均重量（ｇ） 28 19 8

*）巻付ワカメ方式：種糸正味60cm/種糸１ｍ（幹縄60cm分）

**）差込巻付方式：60cm/2.5ｃｍ＝24株（幹縄に巻きつけて正味６ｍ分）

***）暖簾式：養成網1本（正味３ｍ）12株で2本分



秋田におけるコンブ種糸･幹縄単位当たりの生産量
（2012年3月16日現在と5-6月予想）

生産量
種糸1ｍ
当たり

種糸100ｍ
当たり

幹縄100m
当たり

項目
12.3.16
現在

12.3.16
現在

5-6月
予想

12.3.16
現在

5-6月
予想

巻付方式 7.8kg 780kg 2倍＝1.5t 780kg 2倍＝1.5t

差込巻付方式 14.7kg 1,470kg 7倍＝10.3t 25%=370kg 7倍＝2.6t

ノレン式 32.8kg 3,280kg 6倍＝19.7t 50%=1,640kg 6倍＝9.8t



コンブ種糸・幹縄単位当たりの養殖純収入
/販売単価/生産量(生産費用=２４万円） (単位：1,000円）

平均単価/生産量 1ｔ 3ｔ 5ｔ 10t 15t 20t

130円/kg (13万円/ｔ） -110 150 410 1,060 1,710 2,360 

200円/kg -40 360 760 1,760 2,760 3,760 

300円/kg 60 660 1,260 2,760 4,260 5,760 

400円/kg 160 960 1,760 3,760 5,760 7,760 

500円/kg （50万円/ｔ） 260 1,260 2,260 4,760 7,260 9,760 

800円/kg 560 2,160 3,760 7,760 11,760 15,760 

千円/kg (百万円/ｔ） 760 2,760 4,760 9,760 14,760 19,760 

2千円/kg （2百万円/ｔ） 1,760 5,760 9,760 19,760 29,760 39,760 

3月収穫量(ｔ/種糸100ｍ) 巻付：0.78ｔ；差込巻付：1.47ｔ；ノレン式：3.28ｔ

種糸100ｍ当たり収穫量 巻付（3倍）＝2ｔ；差込巻付（7倍）＝10ｔ；ノレン(6倍）=20ｔ

幹縄100ｍ当たり収穫量 巻付(種糸100ｍ）：2t；差込巻付（種糸25m）3t；ノレン(種糸50m）：10t













今後の課題：平成24年度計画修正

１）4-6月にかけてのコンブ栽培試験の中止

２）施肥試験の継続

３）事務局経費の大幅削減と本年度の大型

海藻栽培計画の強化

４）継続活動：施肥試験・料理コンテストの実

施

５）組織強化と漁民・加工業者との連携強化

６）H.25年度に向けた準備：6次産業化



項目 当初予算 修正予算 備考

１．収入の部：収入計 6,747,228 6,747,228 新しい公共補助金

２．支出の部：（１）人件費：雇用者賃金 1,800,000 1,100,000 △700,000

社会保険料事業者負担分 232,728 38,788 △193,940

労働保険料事業者負担分 22,500 3,750 △18,750

人件費小計 2,055,228 1,142,538 △912,690(-44%）

（２）事業費： 燃料代・ダイバー・雇船料 580,000 580,000 

講師謝礼・協議会員日当 1,440,000 1,451,000 11,000

ロープ・種糸・施肥関係費 900,000 2,240,000 1,340,000 

事業費小計 2,920,000 4,246,000 1,326,000

（３）管理費： リース料 564,000 420,000 △144,000

地代家賃 468,000 278,000 △190,000

借上料 60,000 0 △60,000

支払手数料・通信費 481,000 481,000 

水道光熱費 115,000 67,000 △48,000

消耗品費 84,000 104,000 20,000

雑費 0 8,690 

管理費小計 1,772,000 1,358,690 △413,310（-23%）

支出計 6,747,228 6,747,228 

平成24年度修正予算書(単位：円）



男鹿市への要望

１．磯焼け・施肥現場の海中調査用水中

カメラの利用

２．改良普及員配置による男鹿地区組織

及び既存組織の海の森づくりに向けた

活性化

３．平成24年度の種糸の供給増

４．平成25年度の6次産業化へ向けた協力



ご清聴 有難うございました

成せば為る

成さねば為らぬ 何事も

為らぬは人の

成さぬなりけり

上杉 鷹山
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